
令和２年度 第２回 甲府市社会福祉審議会 障害者福祉専門分科会（書面審議） 議事録 

 

開 催 日：令和３年１月２９日（書面審議） 

出席委員：（承諾書提出者 委員１４名中１３名提出） 

星野和實会長、山﨑弘道委員、畠山和男委員、黄淳一委員、秋山賢一委員、間渕文彦委員、 

大塚ゆかり委員、千野由貴子委員、板山俊介委員、越水眞澄委員、古屋好美委員、 

小林正治委員、神吉まゆみ委員 

 

報 告： 

１ 障害者福祉専門分科会委員の変更について（報告） 

  事務局：委員２名の退任に伴う、新任の委員２名の報告を行った。 

 

議 事： 

１ 第２回審議会を書面で開催することについて（審議） 

  事務局：新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、第２回審議会を書面で開催することについて説明を

行い、各委員から書面にて承諾を得た。 

 

２ 障害者福祉専門分科会の会長の選任について（審議） 

  事務局：小松史俊会長が障害者福祉専門分科会委員を退任されたため、後任の会長を甲府市医師会会

長の星野和實委員にお願いしたい旨を提案し、各委員から書面にて承諾を得た。 

 

３ 「甲府市障がい者福祉計画」数値目標設定事業の評価について（審議） 

  事務局：数値目標設定事業の一覧表を用いて、令和元年度及び令和２年度の数値目標設定事業の評価 

      についての説明を行い、評価内容について各委員から書面にて承諾を得た。 

承諾に付された意見 

  A委員：・就労移行、定着支援について達成率がおもわしくないと思います。 

 

  B委員：・施設入所支援 計画部会でも指摘したとおり、現計画の実績は目標値をクリアしておりま

せん。そもそも数値目標以上になっていることについて問題視出来てないということは、国、

県から提示されている目標値の意味について理解されていない、つまりはサービスを提供す

る施設にも主旨を伝えきれていない可能性があると思われます。 

      ・計画相談支援 設定した見込み量が少なすぎるというのは勿論のこと、支援学校の卒業生

や医療機関からの地域移行する数等、ある程度設定できる数が読み切れていない印象を受け

ました。 

      ・地域移行支援・地域定着支援 目標値を上回ってはいますが、計画相談支援が逼迫してい

る影響で地域移行支援に携わることが出来る相談員の数が十分に確保できておらず、必要量

が反映された実績とは言えないと思います。令和元年度の２００％は要望する当事者を前に

担当した相談員が無理をした数字と感じました。 

       



      ・移動支援事業 障害というだけでなく、経済的な理由からも障害のある方は移動にも課題

を持っています。目標値を下回ったのは要望を受け止めるだけのサービスの供給量が不足し

ているからであり、横ばいなのは既に契約されている方でいっぱいの状況以外の何物でもあ

りません。公共交通機関が脆弱な山梨において、必要最低限の移動すら保障されていなけれ

ば社会参加自体困難となるのではないでしょうか？ 

      ・放課後等デイサービス 多様なニーズを持つ児童に対してサービスを選ぶことが出来る状

況は何よりと感じる一方で、雨後タケノコの如く事業所が乱立する現状は少々異常です。少

子化という社会全体の人口動態の中で果たしてどの程度のニーズが今後見込まれるのかは

不明ですし、また一気に増加した事業所に対して、不慣れな職員による虐待等の報告も全国

的に聞こえてきます。提供するプログラムや環境等質の担保を行政の指導の中で徹底しても

らいたいと思います。 

      ・障害児相談支援 令和２年度目標値に比して既に上半期１２１となっており児童期の相談

体制も限界値を超えているといっていいかと思います。幼年期～学童期～思春期と短期間に

ライフステージが移り変わり、本来なら目標や課題、家族状況等きめ細やかなアセスメント

やプランニングの提供を行い、本人や家族の伴走者として期待されるところですが、現実は

セルフプランが増大しつつあり、客観的な見立て・モニタリングがされずにいることは問題

だと思っています。今後切れ目のない支援を行っていくためにも、成人の相談支援同様に相

談支援専門員の確保は重大な課題ではないでしょうか。 

      ・「数値目標設定事業の評価」とは実績値をどうみるかによって大分変ることと思います。

数字上クリアしていれば目標達成という単純なものではなく、オーバーしているものについ

ては見込みが甘かったのではないか、低いものはニーズを拾いきれていない何かの要因はな

いか等の検証を十分に行ってほしいと思いました。 

現行計画を総括しながら、将来を見通す作業は相当に大変であろうとは思いますが、計画

が絵に描いた餅にならないよう検討の程よろしくお願いします。 

 

 C 委員：・ 計画相談支援の見込量に対応できる相談支援員の確保策についての課題抽出、分析におい

て、各事業所の相談支援員の数の把握が必要と思います。事業所数ではなく、常勤 1に対し

て兼務の相談員は常勤換算し、報告してもらうことで、甲府市は利用者に対して何人の相談

員で対応しているかが出ますので、そこから検討すべきと思います。 

 

資  料： 

・資料１ 障害者福祉専門分科会名簿 

・資料２ 「甲府市障がい者福祉計画」数値目標設定事業一覧表 

・別紙 書面審議承諾書 障害者福祉専門分科会 

 


